
 

 

第５７回学長定例記者会見 発表事項６  

 

平成２６年９月２９日 

 

～広島大学研究拠点（自立ステージ）紹介～ 
ゲノム編集研究拠点                            

   

  ［研究機能］ 

 

 本学では、７月からの定例記者会見において「広島大学研究拠点」の

紹介を行っています。第３回目となる今回は「ゲノム編集研究拠点」の

研究概要についてご紹介いたします。 

 

 

 

 

※ 広島大学研究拠点 

広島大学では、研究において既に世界的水準にある自立型の研究 

拠点を含め、世界トップクラスの研究大学として、国際展開力・発 

信力を強化していくため、その中心的役割を担う「研究拠点」、１０ 

拠点を選定しています。これらの研究拠点には重点支援を行い、特 

に、活発な国際研究活動を通じた国際研究ネットワークの形成によ 

り国際発信力を向上し、本学の国際的評価の向上に寄与することを 

期待しています。 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

（本拠点に関すること） 

大学院理学研究科   

教授 山本 卓 

TEL: 082-424-7446 

（研究拠点紹介に関すること） 

学術・社会産学連携室広報グループ 楠本 

TEL:082-424-6762 FAX:082-424-6040 

 



山本 卓（理学研究科・教授） 

 

研究拠点リーダー 
 

September 29, 2014 
   

広島大学研究拠点 「ゲノム編集研究拠点」 



Department of Mathematical and Life Sciences, Graduate School of Science, Hiroshima University.    Hiroshi Ochiai 

細胞内でのゲノム遺伝子を改変する方法 



Department of Mathematical and Life Sciences, Graduate School of Science, Hiroshima University.    Hiroshi Ochiai 

制限酵素（ヌクレアーゼ）は、もともと細菌がもって 

いる酵素でバイオテクノロジーに活用されている 



 

人工ヌクレアーゼとRNA誘導型ヌクレアーゼ 

１９９６～ 

２０１０～ 

２０１３～ 



Department of Mathematical and Life Sciences, Graduate School of Science, Hiroshima University.    Hiroshi Ochiai 

二本鎖DNAの切断 (DSB) は速やかに修復される 
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 Homologous 
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非相同末端結合(NHEJ) 

  Homologous Recombination 

相同組換え(HR) 

マイクロホモロジー 

末端結合 

（MMEJ) 
 

 



人工ヌクレアーゼを基盤とするゲノム編集 
 

・ゲノム編集がNature Methods誌のMethod of the year 2011 

・TALENとCRISPR/CasがScience誌のBreakthroughの１つに選ばれる 

遺伝子ノックアウト 遺伝子ノックイン 

修復ミス 

 を誘導 

遺伝子破壊 
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第一世代のヌクレアーゼZFNを利用した 
コオロギlac2 変異体の作製 

(徳島大学との共同研究) 

Lac2  ZFN 

G2 (－/－） 

Lac2  ZFN 

G2 (＋/－） 

Control 

 (＋/＋） 



   第2世代の人工ヌクレアーゼ TALEN 

 Cermak et al., 2011 

Voytas et al., 2009 



 Platinum Gate TALEN 作製システム 



TALENを用いたヒト iPS細胞での標的遺伝子の破壊 
（京都大学iPS研究所Woltjen 研究室との共同研究） 
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TALENを用いたiPS細胞の遺伝子改変が可能であることが示された。 



Platinum TALENsを利用したカエルでの遺伝子改変 
     (両生類研究施設 柏木昭彦・啓子博士との共同研究） 

Golden Gate tyr TALEN   

(500 pg/egg) 
Platinum tyr TALEN 

(500 pg/egg) 

プラチナTALENを用いて高効率にアルビノカエルを作製することに成功した。 



朝日新聞 平成26年6月30日掲載 



ゲノム編集技術の可能性 

（１）どんな生物でも利用できる。 
    ・動物や植物、微生物でもOK!! 
    ・ES細胞やiPS細胞の遺伝子改変にも使える 

 
（２）人工ヌクレアーゼは消えてしまうので、痕跡は残らない。 
   ・小さな変異なら自然の突然変異との区別が難しい 
   ・新しい品種改良技術となる可能性 → バイオ産業の活性化？ 

 
（３）目的の遺伝子だけを変化させることができる。 
   ・ランダム変異導入に比べて安全 

    
（４）遺伝子疾患の治療などや再生医療を可能にする 
    ・iPS細胞での遺伝子修復 
    ・創薬スクリーニングのための培養細胞や動物の作製 
   ・エイズやがんの治療薬？ 
   

   
   
 
 



ゲノム編集の農水畜産物の品種改良での利用 



ゲノム編集の医学分野、医療分野での利用可能性 

朝日新聞 

平成25年5月9日 

掲載 



 

人工ヌクレアーゼの利用例（２）遺伝子疾患の治療ゲノム編集の再生医療での利用可能性 
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活動目的 
・人工ヌクレアーゼの作製・開発およびゲノム編集 
・ゲノム編集に関する情報交換および共同研究の推進 
・ゲノム編集の広報、啓発活動  
・ゲノム編集を核とした産学官の連携 
 

活動状況  
・第１回人工ヌクレアーゼ(ZFN)作製講習会(2011. 1. 20-21, 東広島） 
・遺伝子改変技術シンポ開催(2011. 7. 11-12, 岡崎） 
・第２回人工ヌクレアーゼ(TALEN)作製講習会(2012. 1. 23-26, 東広島） 
・第１回ゲノム編集研究会(2012. 2. 28-29, 東広島） 
・第３回人工ヌクレアーゼ(TALEN)作製講習会(2012. 1. 23-26, 東広島） 
・第２回ゲノム編集研究会(2012. 9. 20, 岡崎） 
・第４回人工ヌクレアーゼ(TALEN)作製講習会(2012. 10. 23-25, 東広島） 
・第５回人工ヌクレアーゼ(TALEN)作製講習会(2013. 1. 29-31, 東広島） 
・第６回人工ヌクレアーゼ(TALEN)作製講習会(2013. 4. 23-25, 東広島） 
・第３回ゲノム編集研究会(2013. 10. 26-27, 東広島） 
・第７回人工ヌクレアーゼ(TALEN)作製講習会(201４. ３. 2６-2８, 東広島） 
・第４回ゲノム編集研究会(2014. 10. 6-7, 東広島） 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 運営メンバー：山本 卓、野地澄晴、芹川忠夫、刑部敬史 

        川原敦雄、笹倉靖徳、阿形清和 



  第3回ゲノム編集研究会 
 （H25.10.26-27日、東広島） 

岡本副学長からのあいさつ 



広島大学研究拠点「ゲノム編集研究拠点」 
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